
Clumpy銀河の赤方偏移進化・環境の影響

arXiv:2305.09021

• Clumpy銀河
• 遠方の星形成銀河で多く見られ、SFRが局所的に大きいことが特徴。
• その起源は、銀河のdisk不安定性 (内的要因) やgas-rich merger (外的要因) が
考えられるが、未だ明らかではない。
• Clump合体によるbulge形成や、clump破壊によるthick disk形成という話も。

• CANDELS/UVCANDELSのz~0.5—3 星形成銀河サンプル6767個から、rest 1600A

の画像 (をF160WのPSFに合わせてなましたもの) でclump構造を同定し、母銀
河の性質との関係を調べる。

F160W Rest1600A Bg-subtracted

Fig3: clump同定例→

Fig2: FFTによるclump同定→
rest-1600A画像をFFTし、低
周波（＝実空間で広がった）
成分を除去した画像上で3σ・
4pixel以上の塊をclumpと同
定。さらに、フラックスが全
体の10%以上のものに限定
(50% completeness)。但し、
bulge中心付近は除いた。

bulgeそのものやother bright 

sourceからのコンタミ(？)を除く
ため。

Fig6: clumpy銀河数とredshift (質量別)

z~1-2がピークで、現在に向かって減少
（宇宙の星形成史を反映か？）。
Clump同定は波長も手法もサンプルも異な
るので定量的な比較は難しい。
• 本論文: rest1600A、off-center clump1つ
以上

• Murata: F814W、clump3つ以上
• Guo: rest2500A、flux寄与が8%以上の明
るいピクセル群

Fig8: clumpy銀河数と星質量
どのredshiftでも重いほど少な
い傾向。Guo+も同じ傾向だが、
H-Cとは合わない。

Fig9: quiescent, clumpy銀河数と数密度
どのredshiftでも、高密度環境 (~銀河群) ほど
quiescentは多いが、clumpyは密度によらずほぼ
一定。
GOODS-Sのz~1.6銀河団サンプルでも検証 → Fig7

の★。Field/group/clusterいずれもclumpy銀河の
割合は同程度 → clumpy銀河は環境ではなくdisk

不安定等の銀河の内的要因により形成される？
環境に関するサンプルはまだ少なく、今後の広視
野高解像度サーベイのデータが待たれる。

z~1.6銀河団

Fig7: clumpy銀河数とredshift (全体)↑
z>2でフラットという結果。
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